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意見集約表 

防災に関する相互応援体制整備事業 

 ○ 事業に進めるに当たり次の点を考慮するよう提案する。 

   ①道路網の整備 

   ②避難場所の整備（飲料水・食や暖の備え） 

   ③医療支援 

 

公共施設の相互利用 

 ○ 提案事項 

   ①パークゴルフ場や温泉等保養施設の活用 

   ②青少年の体験施設「自然の家」などは指導も含め、丸ごと活用できることが望まし

い。 

 

 ○ 公共施設の相互利用に関しては有効活用・住民交流の活性化を図るには、割引等の制

度改正だけでなく、イベント等の開催で近隣市町村からの相互利用の活用の活性化が必要

ではないか。 

 

産業振興（観光） 

 ○ 体験型・滞在型を志向し、広域連携により周辺町村で人気・話題となっているフット

パスコース、利尻登山、礼文のトレッキングなどのコラボによりＰＲを進めることはどう

か。又、アジア圏の韓国・台湾ではアウトドアブームでフットパスは通訳等の問題がある

が、今後のキーワードになると思う。 

   

 ○ 稚内の観光ＰＲでは地元ＰＲに加え、周辺には「利尻・礼文島があります。サロベツ

湿原があります。」とＰＲするように、観光は広域的な事業展開が必要と判断する。 

資料４ 



宗谷定住自立圏共生ビジョン懇談会（平成 26年度第 2回） 

2 

 

 

 ○ 国道４０号更喜苫内防雪事業の完成で、高規格道路の整備は進んでいるが、北海道縦

貫道としてミッシングリンクが２カ所あり、緊急医療の搬送・防災・物流・観光の面から

早急に事業化に向けた国への要望をお願いしたい。 

 

 ○ 食品に対する安全・安心が叫ばれており、産直、更にはふるさと納税の特産品の流通

等により今後増大することが予想される。 

   供給する上で重要な事は衛生管理の徹底で、原材料の加工から出荷そして消費に至る

過程において衛生基準を満たすことが、消費者から信頼・支持を受けることに繋がり、ひ

いては地域ブランド育成、地域のイメージアップに繋がる。地域をあげた「食」の衛生管

理の周知、徹底が必要。 

    

産業振興（その他） 

 ○ 連携が進んでいない事業の中に、有害鳥獣被害防止対策事業・水産物高付加価値化推

進事業が含まれているが、現在、トド、アザラシ、の駆除、追い払いを行っているが連携

して行うことは地区ごとの気象状況等が異なるため非常に難しいのが現状である。 

  

○ 鮮魚の高付加価値化については、なまこ、ホッケ、毛ガニ等は価格向上しており、価格

低迷の鮮魚と言えばカレイ類、カレイは春と秋に大量に漁獲され価格が低迷するが、地

域・企業と連携事業として進めていく方向が見えない。種苗生産・放流事業等を中心に考

えた事業に変更も踏まえて検討する必要があるのでは。 

 

教育・文化 

 ○【宗谷の歴史遺産調査研究事業】 の展示について 

   樺太を含めた宗谷の貴重な歴史遺産を常設館にて展示し、稚内は勿論、利尻・礼文へ
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の渡航者にも見てもらえるようにしてはどうか。（場所…稚内駅周辺：百年記念塔では、

冬期間難しい。） 

 

 ○【児童生徒交流事業】について 

   スポーツ、合宿、吹奏楽、郷土芸能発表会等、活発に行われることを期待したい。 

 

 ○【広域図書サービス提供事業】について 

   担当者会議の定例化及び関係者による実践交流会の開催。 

   稚内市では、学校図書館の活用を目的に、平成１９年からのべ１９回の活用実践交流

会を開催し、有効活用を図っている。 

 

 ○【ＡＬＴネットワーク事業】 について 

   担当者会議の定例化及び関係者による実践交流会の開催 

   稚内市では、教区研究所が主管して、ＡＬＴと小中学校の外国語・英語担当者を中心

とした「プロジェクト会議」を過去１０年間で３０回、「ＡＬＴ活用実践交流会」を、

同２０回開催し、有効活用を図っている。 

 

その他 

 ○ 自然環境の保全、大雨災害の防止の観点から長い年月を要しますが、植林事業の推進

を提案する。 

 

 ○ 人口流出を止めるには、雇用確保が優先。企業誘致やアミューズメントパークのよう

に、集客と雇用が確保されるのが良いが、難しい話になる。 


